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新春特集

市長・議長新年のあいさつ
周南市の主な出来事
保育所受付開始
ふるさと探訪「今に伝える伝統の技・山代紙」
すこやか通信



新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
様
に
は
、輝
か
し
い
新
春
を
健

や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
は
、周
南
市
誕
生
と
い
う
大
き
な

節
目
の
年
に
な
り
ま
し
た
が
、皆
様
の
市

政
に
対
す
る
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に

よ
り
、新
市
へ
の
移
行
も
円
滑
に
進
み「
県

勢
発
展
を
リ
ー
ド
す
る
元
気
発
信
都
市

の
創
造
」
を
目
指
し
た
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
の
第
一
歩
を
着
実
に
踏
み
出
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

振
り
返
り
ま
す
と
、周
南
市
誕
生
と
と

も
に
、環
境
対
応
型
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
特
区
の

認
定
や
新
幹
線
「
の
ぞ
み
」
の
徳
山
駅
停

車
な
ど
、合
併
効
果
と
も
い
え
る
明
る
い
話

題
が
続
き
、さ
ら
に
は
、本
市
で
撮
影
が
行

わ
れ
た
映
画
「
ロ
ボ
コ
ン
」の
全
国
公
開
や

「
中
国
・
九
州
よ
さ
こ
い
大
会
」
の
開
催
な

ど
を
通
じ
、本
市
を
内
外
に
向
け
、大
い
に

情
報
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
迎
え
た
平
成
16
年
は
、本
市
の

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
に
な
る
「
ま
ち
づ
く

り
総
合
計
画
」
の
策
定
の
年
で
、皆
様
の

ご
意
見
や
ご
要
望
を
踏
ま
え
な
が
ら
、周

南
市
が
目
指
す
べ
き
新
た
な
都
市
像
や

そ
の
実
現
の
た
め
の
方
針
に
つ
い
て
の
具
体

化
を
図
る
な
ど
、本
市
の
未
来
の
飛
躍
と

発
展
に
向
け
、一
層
重
要
な
年
に
な
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、市
民
の
皆
様
と
の
一
層
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
図
り
な
が
ら
、一
体
感
の
醸

成
に
努
め
る
と
と
も
に
、人
が
い
き
い
き
と

輝
く
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
に
よ

り
、市
民
の
皆
様
か
ら
愛
さ
れ
、そ
し
て
内

外
に
誇
れ
る
周
南
市
の
実
現
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
、本
年
も
市
政
へ
の
変
わ
ら
ぬ

ご
理
解
、ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、皆
様
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
て
、年
頭
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

人
が
い
き
い
き
と
輝
く

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

周南市長　河村和登

4月 5月 
7月 

周南市誕生
平成の大合併で山口県のトップを切って徳山市、新南
陽市、熊毛町、鹿
野町が合併し、人
口15万8,000
人（県内第3位）、
面積656h（県
内第1位）の周
南市が誕生しま
した。

環境対応型コンビ
ナート特区に認定
周南市誕生の4月21日
に、臨海部のコンビナート
地域が、構造改革特別区域
法に基づく国の第1号認定
を受けました。これにより
コンビナート企業間による
電力の相互融通が可能と
なり、企業の国際競争力の
強化や地域経済の活性化
が期待されます。

周南市初代市長に
河村氏が当選
5月25日に行われた周南市
長選挙の結果、初代市長は
河村和登氏に決まりました。

周南市議会スタート
周南市誕生後、初の議会となる5月臨
時会が、5月13日から21日まで開催
されました。周南市議会の議員は合
併特例法を適用し、合併後2年間は旧
徳山市・新南陽市・熊毛町・鹿野町の
78人の議員が引き続き在任します。

ボクシングの
大中元気さんが活躍
7月1日、東洋・太平洋ミニマム
級王座決定戦で、本市の大中元

気さんがタイト
ルを獲得しまし
た。12月に行
われた初防衛
戦では惜しくも
破れましたが、
これからの活
躍が期待され
ます。
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昨
年
４
月
21
日
に
誕
生
し
た「
周
南
市
」。
早
い
も
の
で
８
か
月
余
り
が

過
ぎ
、初
め
て
の
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。
平
成
の
大
合
併
に
お
い
て
県
内
で

ト
ッ
プ
を
切
っ
て
誕
生
し
た
、本
市
の
主
な
出
来
事
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

周
南
市
の

主
な
出
来
事

平成15年



新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
様
に
は
、輝
か
し
い
平
成
16
年

の
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、平
素
よ
り
議
会
運
営
に
対
し
温

か
い
ご
指
導
、ご
理
解
を
賜
り
心
か
ら
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
、４
月
21

日
に
は
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
２
市
２
町
の

合
併
が
実
現
し
、周
南
市
と
し
て
歴
史
的

な
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。こ
れ
も
ひ
と
え
に
、新
市
誕
生
に
ご
尽

力
を
い
た
だ
い
た
関
係
各
位
、並
び
に
市

民
の
皆
様
の
お
か
げ
で
あ
る
と
心
よ
り
感

謝
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、現
在
本
市
で
は
行
財
政
の
無
駄

を
省
き
、市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指

し
た「
行
政
改
革
大
綱
」、ま
た
新
た
な
時

代
に
お
け
る
活
気
あ
ふ
れ
る
周
南
市
の
実

現
を
目
指
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
総
合
計

画
」
の
策
定
が
進
行
中
で
す
が
、議
会
も

こ
れ
と
歩
調
を
合
わ
せ
、各
会
派
か
ら
選

出
し
た
11
名
の
委
員
で
構
成
す
る
行
政

改
革
研
究
会
を
設
置
し
、行
政
事
務
の
Ｉ

Ｔ
化
の
推
進
、補
助
金
の
見
直
し
、民
間

委
託
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、独
自
に
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
年
は
周
南
市
発
足
１
周
年
で
、我
々

議
員
に
と
り
ま
し
て
も
在
任
特
例
の
２
年

目
と
い
う
正
念
場
の
年
を
迎
え
ま
す
。
78

人
と
い
う
大
所
帯
で
は
あ
り
ま
す
が
、全

議
員
が
も
う
一
度
初
心
に
立
ち
帰
り
、議

会
と
し
て
の
果
た
す
役
割
・
責
任
を
十
分

認
識
し
、活
力
あ
ふ
れ
た
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、新
市
建
設
計
画
に
基

づ
く
事
業
の
計
画
的
な
実
施
、さ
ら
に
は

市
民
意
識
の
一
体
感
の
醸
成
に
向
け
、市

民
の
皆
様
と
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、全

力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

ど
う
か
本
年
も
、市
政
な
ら
び
に
市
議

会
に
対
し
、昨
年
に
も
増
し
て
温
か
い
ご

指
導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、皆
さ
ま
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
し
、年

頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

活
力
あ
ふ
れ
た
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

周南市議会議長　梶山正一

新年のあいさつ

9月 
10月 

周南市の市章が決まる
応募総数1,802点の
中から市民投票で
山形県の松岡
英男さんの作
品が選ばれま
した。
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映画「ロボコン」が
全国で公開
周南市を主な撮影地にした
映画｢ロボコン｣が9月13日
から、全国の東宝洋画系の
映画館で一斉に公開されま
した。この映画をきっかけ
に、応援隊も結成され、全国
に周南市を宣伝しました。

JR徳山駅に新幹線「のぞみ」が停車
10月1日から新幹線
｢のぞみ｣がJR徳山駅に
停車するようになりまし
た。これにより東京まで
乗り換えなしで移動が
できるようになり、所要
時間も4時間20分に短
縮されました。

山田家本屋を復元
昭和41年山口県文化財保
護条例による最初の有形文
化財に指定された山田家本
屋が、ゆかりのある湯野に
復元されました。

中国・九州よさこい大会が盛大に開催される
周南市誕生を記念し
た第２回中国・九州よ
さこい大会が、10月
25日・26日の両日、
のんた祭と同時に開
催され、82チーム、延
べ3,000人余りが力
いっぱいの踊りを披露
しました。

えとの土鈴
（なべづる園）

金峰山権現岩登山口から望む日の出と雲海
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入
所
基
準

市
内
在
住
の
就
学
前
児
童

で
、保
護
者
が
仕
事
や
疾
病
、出
産
、病
人

の
看
護
な
ど
で
、家
庭
で
の
保
育
が
困
難

な
場
合

※
定
員
の
関
係
で
、希
望
の
保
育
所
を
変

更
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

提
出
書
類

q
保
育
所
入
所
申
込
書

w
「
源
泉
徴
収
票
」ま
た
は「
確
定
申
告
」

の
写
し

e
入
所
の
理
由
を
証
明
す
る
所
定
の「
雇

用
証
明
書
」
ま
た
は「
診
断
書
」
な
ど

※
所
定
の
様
式
は
、児
童
家
庭
課
、各
保

育
所
、各
総
合
支
所
、各
支
所
に
備
え

て
い
ま
す
。

提
出
先

児
童
家
庭
課
保
育
所
係
ま
た

は
各
総
合
支
所
担
当
窓
口

申
込
期
限

１
月
30
日（
金
）

保
育
料

前
年
分
の
所
得
税
ま
た
は
市

民
税
の
額
に
よ
り
、児
童
の
年
齢
に
応
じ

て
決
定

障
害
児
の
入
所

入
所
基
準
に
よ
り
家

庭
で
の
保
育
が
困
難
で
、集
団
保
育
が
可

能
な
児
童

延
長
保
育

仕
事
な
ど
で
、児
童
の
迎
え

が
遅
く
な
る
場
合
、表
中
に
○
印
の
付
い

た
保
育
所
で
対
応
。
た
だ
し
利
用
料
が
別

途
必
要

休
日
保
育

保
育
所
入
所
児
童
で
、日
曜

日
・
祝
日
も
仕
事
な
ど
で
家
庭
で
の
保
育

が
困
難
な
場
合
、表
中
に
●
印
の
付
い
た

保
育
所
で
対
応
。
た
だ
し
利
用
料
が
別
途

必
要

※
入
所
前
の
見
学
が
で
き
ま
す
。
各
保
育

所
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

※
入
所
決
定
後
に
、事
前
に
保
育
所
で
面

接
や
説
明
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

児
童
家
庭
課
保
育
所
係
1
０

８
３
４
―
22
―
８
４
５
５

平
成
16
年
度

児
童
園
の
園
児

笑
う
門
に
は
福
来
た
る
！

新
春
寄
席
に
お
越
し
く
だ
さ
い

今
年
の
新
春
寄
席
は
、周
南
市
の
誕
生

に
よ
り
鹿
野
公
演
が
実
現
し
、２
つ
の
会
場

で
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
す
。

豊
か
な
山
の
幸
や
温
泉
に
恵
ま
れ
た
鹿

野
公
演
に
も
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
と
場
所

１
月
12
日（
祝
）

●
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー（
徳
山
駅
ビ
ル
２
階
）、10

時
〜

●
鹿
野
公
民
館
、14
時
30
分
〜

出
演

松し
ょ

鶴か
く

家や

市い
ち

若わ
か

（
市
内
在
住
の
漫

談
家
）、い
な
せ
家や

半は
ん

七し
ち

（
春
風
亭
小
朝
門

下
・
真
打
の
落
語
家
）

入
場
料

無
料

問
合
せ

文
化
会
館

1
０
８
３
４
―
22
―

８
７
８
７

対
象

平
成
16
年
４
月
１
日
現
在
で
満

３
歳
以
上
の
幼
児

募
集
園

●
長
穂
児
童
園（
長
穂
７
１
４

―
１
1
０
８
３
４
―
88
―
１
９
７
１
）

●
鼓
南
児
童
園（
大
島
１
６
０
２
1
０
８

３
４
―
84
―
０
６
６
０
）

保
育
時
間

８
時
15
分
〜
17
時（
土
曜
日

は
11
時
30
分
ま
で
）

休
園
日

日
曜
・
祝
日

※
春
・
夏
・
冬
休
み
が
あ
り
ま
す
。

保
育
料

月
額
１
万
８
０
０
円

申
込
み

各
児
童
園
に
申
込
み

問
合
せ

社
会
福
祉
協
議
会
徳
山
支
部

1
０
８
３
４
―
22
―
８
７
０
０

松鶴家市若さん

いなせ家半七さん

募　集

催　し保育所に入所する
児童の受付開始

平成16年4月に



保育所名 運営者 所在地 電話番号 定員 受入年齢 開所時間 延長・休日

徳山地域

徳山中央保育園 三戸則正 平和通1―31 0834―32―3271 150 0～5歳 7：00～19：00 ○

遠石保育園 河村至真 青山町1589 0834―21―0939 90 0～5歳 7：00～19：00 ○

和光保育園 社会福祉法人 和光保育園 遠石1―10―1 0834―31―4887 120 0～5歳 7：00～19：00 ○

共楽保育園 社会福祉法人 共楽園 久米1347 0834―25―1318 90 0～5歳 7：00～19：00 ○ ●

第一保育園 周南市 相生町3―2 0834―22―8866 60 0～5歳 7：30～18：00

第二保育園 周南市 岡田町2―23 0834―22―8870 180 0～5歳 7：00～19：00 ○

櫛浜保育園 周南市 栗屋859―4 0834―25―0202 90 0～5歳 7：30～18：00

須々万保育園 周南市 須々万奥737 0834―88―0042 90 0～5歳 7：30～18：00

中須保育園 周南市 中須南2557―10 0834―89―0072 45 0～5歳 7：30～18：00

飯島保育園 周南市 飯島町1―13 0834―22―8872 45 0～2歳 7：30～18：00

周央保育園 周南市 瀬戸見町4―1 0834―28―1002 120 0～5歳 7：00～19：00 ○

尚白保育園 周南市 新宿通6―1―22 0834―22―8871 60 0～5歳 7：00～19：00 ○

大内保育園 周南市 大内町6―15 0834―28―7307 120 0～5歳 7：00～19：00 ○

菊川保育園 周南市 下上1975―4 0834―63―8408 80 0～5歳 7：30～18：00

城ヶ丘保育園 周南市 城ヶ丘3―13―6 0834―28―7132 90 0～5歳 7：30～18：00

新南陽地域

こもれび保育園 社会福祉法人 岳陽会 中央町2―12 0834―64―3233 82 0～5歳 7：30～19：30 ○

荘宮寺保育園 村岡　博 富田2438 0834―62―3393 45 0～5歳 7：30～19：30 ○

米光保育所 宮本正純 米光172 0834―67―2064 30 0～5歳 7：30～18：00

川崎保育園 周南市 川崎2―14―4 0834―63―2507 45 1～5歳 7：30～18：00

福川保育園 周南市 新地町10―35 0834―62―0020 90 1～5歳 7：00～19：00 ○

富田南保育園 周南市 椎木町5―19 0834―63―1849 60 1～5歳 7：30～18：00

若山保育園 周南市 上迫町15―7 0834―63―7748 60 1～5歳 7：30～18：00

乳児保育園 周南市 富田2750―2 0834―63―9406 30 0～1歳半 7：00～19：00 ○

熊毛地域

ひまわり保育園 社会福祉法人 ひまわり会 大河内700―336 0833―91―3749 110 0～5歳 7：00～19：00 ○

三丘保育園 周南市 安田638―1 0833―92―0055 45 0～5歳 7：30～18：00

勝間保育園 周南市 呼坂418―176 0833―92―0045 90 0～5歳 7：20～18：40 ○

鹿野地域

鹿野保育園 周南市 鹿野上2800 0834―68―3344 30 0～5歳 7：30～18：00

■市内認可保育所一覧■市内認可保育所一覧■市内認可保育所一覧■市内認可保育所一覧■市内認可保育所一覧■市内認可保育所一覧■市内認可保育所一覧■市内認可保育所一覧■市内認可保育所一覧■市内認可保育所一覧■市内認可保育所一覧■市内認可保育所一覧■市内認可保育所一覧■市内認可保育所一覧■市内認可保育所一覧■市内認可保育所一覧■市内認可保育所一覧
受入年齢／4月1日現在

開所時間／延長保育を含む
受入年齢／4月1日現在

開所時間／延長保育を含む
受入年齢／4月1日現在

開所時間／延長保育を含む
受入年齢／4月1日現在

開所時間／延長保育を含む
受入年齢／4月1日現在

開所時間／延長保育を含む
受入年齢／4月1日現在

開所時間／延長保育を含む
受入年齢／4月1日現在

開所時間／延長保育を含む
受入年齢／4月1日現在

開所時間／延長保育を含む
受入年齢／4月1日現在

開所時間／延長保育を含む
受入年齢／4月1日現在

開所時間／延長保育を含む
受入年齢／4月1日現在

開所時間／延長保育を含む
受入年齢／4月1日現在

開所時間／延長保育を含む
受入年齢／4月1日現在

開所時間／延長保育を含む
受入年齢／4月1日現在

開所時間／延長保育を含む
受入年齢／4月1日現在

開所時間／延長保育を含む
受入年齢／4月1日現在

開所時間／延長保育を含む
受入年齢／4月1日現在

開所時間／延長保育を含む

5
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「結婚ってなんだろう」「あなたのセカンドライフは大丈夫？」
などのテーマに分かれて、活発な意見が交わされました。

人柄にふれながら深め合った
男女共同参画の心

ざ
そ
う
笑
顔
の
マ
イ
ラ
イ
フ
を
テ
ー

マ
に
し
た
「
男
女
共
同
参
画
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
が
、11
月
29
日
、社
会
文
化
ホ
ー

ル
と
新
南
陽
公
民
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
意
見
交
換
会
で
は
１

０
０
人
の
男
女
が
、人
生
の
各
場

面
に
合
わ
せ
た
４
つ
の
テ
ー
マ
に

分
か
れ
て
、意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。ま
た「
心
豊
か
に
男
と
女
」

と
題
し
た
講
演
も
行
わ
れ
、多
く

の
皆
さ
ん
が
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

め

新南陽 一生懸命に走る子どもたちに、周りから「がんばれ！」の声援
がおくられました。

走って、歩いて、食べて
鶴の里八代を満喫

代
盆
地
に
今
年
も
ナ
ベ
ヅ
ル
が
舞

い
降
り
て
来
ま
し
た
。
そ
ん
な
11

月
23
日
に
行
わ
れ
た「
く
ま
げ
鶴
の
里
マ
ラ

ソ
ン
・
ウ
ォ
ー
ク
」
に
約
７
０
０
人

が
参
加
し
、ウ
ォ
ー
ク
の
部
で
は
12

か
所
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
、周

南
市
に
ち
な
ん
だ
質
問
に
答
え

な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し

た
。
同
時
に
開
催
さ
れ
た
「
鶴
の

里
八
代
観
光
収
穫
祭
」で
は
、鶴

工
作
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
子
ど
も

た
ち
の
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

八

熊毛 
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避難訓練のあと行われた消火器の説明では、児童も先生も
熱心なまなざしを向け、消防署職員の話を聞いていました。

火災発生から3分5秒！
全員無事避難

常
ベ
ル
が
鳴
り
響
く
中
、煙
を
吸
い

込
ま
な
い
よ
う
口
に
ハ
ン
カ
チ
を
当

て
な
が
ら
、運
動
場
に
避
難
す
る
児
童
た

ち
。
12
月
２
日
、鹿
野
小
学
校
で

総
合
防
火
訓
練
が
行
わ
れ
、
火

事
が
発
生
し
た
と
き
、自
分
の
身

を
守
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
を
学
び
ま
し
た
。
訓
練
の
行

わ
れ
る
時
間
は
事
前
に
先
生
や

児
童
に
知
ら
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、皆
さ
ん
慌
て
る
こ
と
な

く
素
早
く
避
難
で
き
ま
し
た
。

非

鹿野 時速5Dで車が衝突した時の衝撃を体験するコーナーで
は、皆さんその衝撃の大きさにびっくりした様子でした。

参加・体験して学ぶ
交通事故防止

通
事
故
の
悲
惨
さ
や
、そ
れ
を
防

止
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
の

大
切
さ
を
、体
験
や
実
践
に
よ
っ
て
学
ぶ

「
交
通
安
全
フ
ェ
ア
」
が
、11
月
30

日
、総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
踏
切
内
で
自
動

車
が
立
ち
往
生
し
た
場
合
の
脱

出
実
験
コ
ー
ナ
ー
に
は
、実
物
の

遮
断
機
が
持
ち
込
ま
れ
、踏
切
を

横
断
中
、遮
断
機
の
棒
が
降
り
て

も
、車
で
棒
を
押
し
て
脱
出
で
き

る
こ
と
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

交

徳山 



山や
ま

代し
ろ

地
方
と
呼
ば
れ
、こ
の
地
方
で
作
ら
れ

た
和
紙
を「
山や

ま

代し
ろ

紙が
み

」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

関
ヶ
原
の
戦
に
敗
れ
、防
長
二
国
に
国

替
え
さ
せ
ら
れ
た
毛
利
氏
は
、藩
の
財
政

を
再
建
す
る
た
め
、「
三さ

ん

白ぱ
く

政
策
」
と
し
て

米
、塩
、紙
を
奨
励
し
、産
業
振
興
を
図
り

ま
し
た
。
山
代

地
方
の
風
土
は

紙
の
原
料
で
あ

る
楮

こ
う
ぞ
の
栽
培
に

適
し
、
水
に
も

恵
ま
れ
て
い
た

こ
と
か
ら
、江
戸
時
代
に
は
藩
の
重
要
な

中
国
自
動
車
道
鹿
野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
高
齢
者
生
産
活
動

セ
ン
タ
ー
で
は
、昔
な
が
ら
の
手て

漉す

き
の
技

術
で
和
紙
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

和
紙
を
漉
く
の
は
森も

り

弘ひ
ろ

利と
し

子こ

さ
ん（
73

歳
）。
昭
和
60
年
か
ら
セ
ン
タ
ー
で
働
き
始

め
、当
時
の
先
輩
か
ら
和
紙
漉
き
の
技
術

を
教
わ
り
ま
し
た
。
冷
え
込
み
が
厳
し
く

な
る
こ
れ
か
ら
の
季
節
、和
紙
漉
き
は
忙

し
さ
を
増
し
ま
す
。

造
紙
の
歴
史

鹿
野
地
域
を
含
む
錦
川
上
流
一
帯
は
昔
、

産
業
と
し
て
、造
紙
が
大
変
盛
ん
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
、天
保
13
年（
１
８
４
２
）

の
記
録
に
よ
る
と
、鹿
野
の
生
産
高
は
、半

紙
に
換
算
す
る
と
２
４
１
２
万
２
８
６
０

枚
に
も
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
当
時
は
、紙
そ
の
も
の
が
税
と

し
て
藩
に
納
め
ら
れ
、生
産
者
の
所
得
に

は
直
接
結
び
つ
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
明

治
に
な
り
、税
体
系
が
変
わ
り
、従
来
の

現
物
納
か
ら
金
納
制
度
に
な
っ
て
か
ら
、造

紙
は
急
速
に
衰
え
て
行
き
ま
し
た
。
昭
和

13
年
に
は
紙
漉
き
戸
数
は
８
戸
に
減
り
、

戦
後
は
ま
っ
た
く
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

山
代
紙
の
復
活

昭
和
55
年
、お
年
寄
り
が
生
き
が
い
を

も
っ
て
働
く
場
と
し
て
高
齢
者
生
産
活
動

セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、和
紙
製
造
部
門
が

置
か
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、森
弘
さ
ん
た
ち

が
山
代
紙
の
技
術
を
後
世
に
伝
え
よ
う

と
、今
も
和
紙
を
漉
き
続
け
て
い
ま
す
。

【
山
代
地
方
】

山
代
の
呼
び
名
は
古
く
、荘
園
時

代
、
玖
珂
郡
北
部
一
帯
を
山

代
ノ
庄
と
呼
ん
だ
こ
と
に
始
ま
り
ま

す
。
江
戸
時
代
に
な
っ
て
毛
利
藩
が
行

政
区
で
あ
る
山
代
宰さ

い

判ぱ
ん

を
お
き
、そ
の

後
の
前
山
代
宰
判
に
金
峰

み
た
け

村
、鹿
野

村
、大
潮
村
が
加
え
ら
れ
た
こ
ろ
よ
り
、

錦
川
上
流
一
帯
の
広
い
地
域
を
「
山

代
地
方
」と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※

■

今
に
伝
え
る
伝
統
の
技
・
山
代
紙
■

長野山 

阿東町 

須々万 ↓
 

↓
 ↓ 

● 鹿野鹿野 
総合支所総合支所 
鹿野 
総合支所 

★ 

★ 鹿野図書館 

高齢者生産 
活動センター 

鹿野鹿野I.C.I.C.鹿野I.C.

中
国
自
動
車
道
 

国道315号 

上／原料を水に溶かし、粘りのあるトロロアオイ
の根の絞り汁を加えたものを、簀（す）という道
具ですくい上げます。熟練が必要な作業です。
下右／センターの側に植えられている、和紙の
原料になる楮の木
下左／原料に楮を多く使っているここの和紙
は、繊維が長く、ちぎり絵などに好評です。

鹿野図書館2階の民俗資料展
示室には造紙のコーナーがあ
り、昔、和紙漉きに使われてい
た道具を見ることができます。

鹿野図書館　10834―68―4141
高齢者生産活動センター 10834―68―3640

参
考
文
献
／
山
代
紙
の
由
来（
廣
本
茂
夫
）

8

昔
使
わ
れ
て
い
た
和
紙
の
原
料

を
蒸
す
「
小
桶（
こ
が
）」

※
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「
日
ご
ろ
自
分
が
や
っ
て
き
た
こ
と
が
、

そ
の
ま
ま
試
合
の
結
果
と
し
て
で
る
の
が

長
距
離
走
の
魅
力
で
も
あ
り
、ま
た
難
し

さ
で
も
あ
り
ま
す
。
今
回
、出
場
選
手
に

選
ば
れ
た
こ
と
は
、今
ま
で
や
っ
て

き
た
こ
と
へ
の
評
価
だ
と
思
う
の

で
う
れ
し
い
で
す
」
と
話
す
の
は
、

徳
山
大
学
陸
上
部
３
年
の
白し

ろ

濱は
ま

三み
つ

徳よ
し

さ
ん
。
正
月
２
日
、３
日
に

東
京
・
箱
根
間
で
競
わ
れ
、テ
レ
ビ

で
も
全
国
中
継
さ
れ
る
箱
根
駅

伝
へ
の
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。

箱
根
駅
伝
は
こ
れ
ま
で
、関
東
地
区
の

限
ら
れ
た
大
学
以
外
は
参
加
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、今
回
は
第
80
回
の
記
念
大
会

と
し
て
全
日
本
選
抜
チ
ー
ム
が
参
加
す
る

こ
と
に
な
り
、白
濱
さ
ん
は
メ
ン
バ
ー
11
人

の
中
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

10
月
の
出
雲
全
日
本
大
学
選
抜
駅
伝

で
は
１
区
で
１
位
、ま
た
11
月
の
全
日
本

大
学
駅
伝
で
も
１
区
で
日
本
人
選
手
で
は

ト
ッ
プ
の
２
位
に
な
る
な
ど
、優
れ
た
成
績

で
選
抜
選
手
に
な
っ
た
白
濱
さ
ん
が
箱
根

駅
伝
で
走
る
の
は
、や
は
り
花
の
１
区
。

「
１
区
で
の
走
り
は
、２
区
以
降
の
選
手

に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
チ
ー
ム
の

流
れ
を
つ
く
る
仕
事
で
も
あ
り
、１
秒
で
も

早
く
次
の
選
手
に
た
す
き
を
つ
な
ぐ
気
持

ち
で
走
り
た
い
。
選
抜
チ
ー
ム
で
は
最
低
で

も
10
位
以
内
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、も

っ
と
上
に
い
け
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。１
区

で
は
ト
ッ
プ
を
狙
い
ま
す
」
と
抱
負
を
語
る

白
濱
さ
ん
。
徳
山
大
学
陸
上
部
の
主
将
に

伝
わ
る
リ
ン
グ
を
腕
に
は
め
、新
春
の
箱
根

路
を
走
り
ま
す
。

土
鈴
づ
く
り
で
広
が
る
人
の
輪

【

な
べ
づ
る
園
】

心
身
障
害
者

福
祉
作
業
所

「
今
年
は
注
文
が
多
く
て
、ま
だ
ま

だ
忙
し
い
日
が
続
き
ま
す
」
と
笑
顔
を

見
せ
る
の
は
園
長
の
伊い

藤と
う

忍
し
の
ぶ

さ
ん
。

な
べ
づ
る
園
を
訪
れ
た
の
は
12
月

中
旬
。い
つ
も
な
ら
作
業
が
ひ
と
段
落

落
し
て
い
る
干え

支と

の
土
鈴
づ
く
り
の

最
盛
期
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

園
で
干
支
の
土
鈴
づ
く
り
を
始
め

た
の
は
３
年
半
前
。
下
請
け
作
業
が
多

い
中
、す
べ
て
の
工
程
を
自
分
た
ち
の

手
で
行
う
土
鈴
づ
く
り
は
、園
の
皆
さ

ん
に
物
づ
く
り
の
喜
び
と
と
も
に
、地

域
の
人
た
ち
と
の
つ
な
が
り
を
大
き
く

し
て
い
ま
す
。
土
鈴
は
、地
域
の
人
が

会
員
と
な
る
「
園
を
育
む
会
」
の
皆
さ

ん
約
８
０
０
人
に
配
ら
れ
る
ほ
か
、園

の
皆
さ
ん
自
身
が
売
っ
て
歩
く
こ
と
も

あ
り
、地
域
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

土
鈴
の
型
は
自
分
で
作
る
と
い
う

伊
藤
園
長
。「
こ
こ
の
土
鈴
は
手
作
り

の
味
が
い
い
と
各
方
面
か
ら
好
評
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
買
わ
れ
る
時
は
ぜ
ひ

こ
こ
へ
来
て
、皆
の
が
ん
ば
っ
て
い
る
様

子
も
見
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」。

しろはまみつよししろはまみつよししろはまみつよししろはまみつよししろはまみつよししろはまみつよししろはまみつよししろはまみつよししろはまみつよししろはまみつよししろはまみつよししろはまみつよししろはまみつよししろはまみつよししろはまみつよししろはまみつよししろはまみつよし

新
春
の
大
舞
台

箱
根
駅
伝
に
出
場

この日は20Dの走り込み。ものす
ごいスピードで駆け抜けて行きます。

「なべづる園」10833―91―6793

徳山大学

白濱三徳さん

徳山大学

白濱三徳さん

徳山大学

白濱三徳さん

徳山大学

白濱三徳さん

徳山大学

白濱三徳さん

徳山大学

白濱三徳さん

徳山大学

白濱三徳さん

徳山大学

白濱三徳さん

徳山大学

白濱三徳さん

徳山大学

白濱三徳さん

徳山大学

白濱三徳さん

徳山大学

白濱三徳さん

徳山大学

白濱三徳さん

徳山大学

白濱三徳さん

徳山大学

白濱三徳さん

徳山大学

白濱三徳さん

徳山大学

白濱三徳さん
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情 報 ひ ろ ば  

母
子
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
し
付
け

母
子
寡
婦
家
庭
の
人
に
資
金
の
貸
し
付

け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
無
利
子
で
、返
済
は

卒
業
後
６
か
月
据
え
置
き
10
年
以
内
で

す
。
申
請
後
約
２
か
月
か
り
ま
す
の
で
、早

め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
※
専
修

学
校
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
就
学
支
度
資
金（
年
額
）／
▽
公
立
高

校
・
高
専
７
万
５
０
０
０
円
▽
私
立
高
校

29
万
円
▽
公
立
大
学
・
短
大
37
万
円
▽
私

立
大
学
・
短
大
44
万
円
▼
修
学
資
金（
月

額
）／
▽
公
立
高
校
１
万
８
０
０
０
円
▽

私
立
高
校
３
万
円
▽
公
立
短
大
４
万
４

０
０
０
円
▽
私
立
短
大
５
万
２
０
０
０
円

▽
公
立
大
学
４
万
４
０
０
０
円
▽
私
立
大

学
５
万
３
０
０
０
円
▼
申
込
期
限
／
就
学

支
度
資
金
は
１
月
30
日（
金
）ま
で
、修
学

資
金
は
随
時
受
付
▼
申
込
み
／
本
庁
児

童
家
庭
課
1
22
―
８
４
６
０
ま
た
は
各
総

合
支
所
担
当
窓
口
。
新
南
陽
1
61
―
３
０

８
５
、熊
毛
1
92
―
０
２
５
２
、鹿
野
1
68

―
２
３
３
２

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

償
却
資
産
の
申
告
は
お
早
め
に

償
却
資
産
と
は
、工
場
・
商
店
な
ど
を

経
営
し
て
い
る
人
が
、そ
の
事
業
の
た
め
に

用
い
る
こ
と
が
で
き
る
土
地
・
家
屋
以
外
の

お
知
ら
せ
 

機
械
・
器
具
・
備
品
な
ど
の
有
形
固
定
資

産
で
す
。
会
社
や
個
人
で
事
業
を
行
っ
て
い

る
人
は
、税
務
課
か
ら
送
付
さ
れ
た
税
申

告
書
で
、２
月
２
日（
月
）ま
で
に
必
ず
事

業
用
償
却
資
産
を
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
の
変
更
申
請
は
お
早
め
に

平
成
15
年
１
月
２
日
か
ら
平
成
16
年

１
月
１
日
ま
で
に
、次
の
よ
う
な
変
更
な

ど
が
あ
る
場
合
は
１
月
30
日（
金
）ま
で
に

変
更
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
●
土
地
の

利
用
状
況
や
、地
目
を
変
更
し
た
場
合
●

未
登
記
家
屋
の
所
有
権
を
移
転
し
た
場

合
●
市
内
に
固
定
資
産
を
所
有
し
市
外

に
居
住
す
る
人
が
、住
所
変
更
し
た
場
合

問
合
せ

税
務
課
1
22
―
８
２
７
５
ま
た
は
各
総
合

支
所
担
当
窓
口
。
新
南
陽
1
61
―
３
０
３

４
、熊
毛
1
92
―
０
０
１
０
、鹿
野
1
68
―

２
３
３
２

障
害
者
の
情
報
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
支
援
し
ま
す

障
害
の
あ
る
人
が
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
使
用

す
る
場
合
に
必
要
に
な
る
、特
殊
な
周
辺

機
器
・
ソ
フ
ト
な
ど
の
購
入
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。▼
対
象
／
視
覚
障
害
１
・

２
級
、肢
体（
上
肢
）不
自
由
１
・
２
級
の
身

体
障
害
者
手
帳
を
も
つ
人

※
所
得
制
限

あ
り
▼
申
請
／
１
月
13
日（
火
）か
ら
２

月
６
日（
金
）ま
で
に
、申
請
書
、身
体
障
害

者
手
帳
の
写
し
、世
帯
全
員
の
所
得
証
明

書
、機
器
等
購
入
見
積
書
を
添
え
て
、高

齢
障
害
課
1
22
―
８
４
６
３
5
22
―
８
４

６
４
ま
た
は
各
総
合
支
所
担
当
窓
口
。
新

南
陽
1
61
―
３
０
５
８
5
64
―
３
０
５

０
、熊
毛
1
92
―
０
０
１
２
5
92
―
０
１

８
９
、鹿
野
1
68
―
２
３
３
２
5
68
―
２

４
１
２

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
変
更

次
の
人
が
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し

て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
）内
は
担
当
区
域

▼
今
宿
／
内う

ち

山や
ま

克か
つ

枝え

さ
ん
1
21
―
３
４

５
３（
岡
田
町
４
〜
10
番
、土
越
、原
宿
町

４
〜
６
番
、鐘
楼
町
３
番
18
〜
32
号
）▼
久

米
／
柳や
な
ぎ

泰や
す

浩ひ
ろ

さ
ん
1
29
―
３
１
１
３（
坂

本
西
、坂
本
東
、石
ケ
迫
）▼
熊
毛
／
児こ

玉だ
ま

孝た
か

之ゆ
き

さ
ん
1
91
―
４
７
３
６（
上
魚
切
、中

魚
切
、下
魚
切
）、竹た
け

村む
ら

正ま
さ

美み

さ
ん
1
91
―

３
３
１
０（
東
原
、西
原
、太
刀
野
、徳
万
、

た
ち
の
台
）、櫻
井

さ
く
ら
い

静し
ず

江え

さ
ん
1
91
―
２
３

５
２（
兼
清
、小
深
、阿
下
、十
楽
）、上う
え

野の

忠た
だ

博ひ
ろ

さ
ん
1
91
―
２
２
６
３（
東
勝
間
原
、

西
勝
間
原
、南
勝
間
原
、北
勝
間
原
）▼
問

合
せ
／
社
会
課
1
22
―
８
４
６
５

鹿
野
地
域
下
水
道
台
帳
作
成
調
査

鹿
野
上
・
鹿
野
中
・
鹿
野
下
の
一
部
地

区
を
対
象
に
、下
水
道
台
帳
作
成
の
た
め

の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
委
託
業
者
が
宅

地
内
に
立
ち
入
り
「
公
共
汚
水
ま
す
」の

調
査
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご

協
力
く
だ
さ
い
。▼
問
合
せ
／
鹿
野
総
合

支
所
施
設
課
1
68
―
２
３
３
４

太
華
荘
の
休
館

１
月
20
日（
火
）か
ら
２
月
２
日（
月
）ま

で
、館
内
修
繕
の
た
め
、太
華
荘
は
休
館
し

ま
す
。こ
の
期
間
中
は
定
期
バ
ス
の
運
行
も

休
止
し
ま
す
。▼
問
合
せ
／
老
人
休
養
ホ

ー
ム
太
華
荘
1
84
―
０
２
２
１

訂
正

12
月
１
日
号
「
人
の
動
き
」
の
世
帯
数
は

「
６
万
５
０
２
７
世
帯
」で
、転
出
は「
３
７

７
件
」
で
す
。▼
問
合
せ
／
市
民
課
1
22

―
８
２
９
１

12
月
15
日
号
「
年
末
年
始
の
業
務
」で
新

南
陽
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
定
休
日
は「
１

月
５
日（
月
）」
で
す
。▼
問
合
せ
／
新
南

陽
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
1
62
―
１
９
３
５

「
県
際
間
交
流
」
参
加
者

▼
対
象
と
定
員
／
小
学
校
４
〜
６
年
生

で
２
日
間
と
も
参
加
可
能
な
人
、約
10
人

▼
開
催
日
と
場
所
／
２
月
７
日（
土
）・
８

日（
日
）、徳
山
工
業
高
等
専
門
学
校
な
ど

▼
内
容
／
大
分
県
の
児
童
と
、ロ
ボ
ッ
ト
製

作
、陶
芸
な
ど
の
も
の
づ
く
り
を
通
じ
て
交

流
▼
参
加
料
／
１
５
０
０
円
▼
申
込
み
／

１
月
25
日（
日
）ま
で
に
、往
復
は
が
き
に
、

募
集
 

募 
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住
所
、氏
名
、学
校
・
学
年
、電
話
番
号
、保

護
者
氏
名
を
書
い
て
、〒
７
４
５
―
８
６
５

５
岐
山
通
１
―
１
企
画
調
整
課
内
周
南

地
区
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
協
議
会

事
務
局
1
22
―
８
４
７
８

嶽
山
荘
の
パ
ー
ト
職
員

▼
資
格
と
定
員
／
健
康
で
福
祉
に
熱
意

が
あ
る
58
歳
ま
で
の
人
、若
干
名
▼
選
考

日
と
場
所
／
１
月
21
日（
水
）９
時
〜
、新

南
陽
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
▼
勤
務
／
火
曜

日
〜
日
曜
日
、８
時
15
分
〜
18
時
の
う
ち

原
則
３
時
間
単
位
の
交
代
勤
務
※
月
１

回
程
度
月
曜
日
の
勤
務
あ
り
▼
仕
事
内

容
／
応
接
、
清
掃
▼
時
給
／
８
１
０
円

（
社
会
保
険
な
し
）▼
申
込
み
／
１
月
15
日

（
木
）ま
で
に
、持
参
か
郵
送
で
、履
歴
書

（
写
真
貼
付
）を
、〒
７
４
６
―
０
０
１
４
古

川
町
１
―
17
社
会
福
祉
協
議
会
新
南
陽

支
部
1
62
―
４
９
８
１

行
政
相
談

▼
日
時
と
場
所
／
１
月
８
日（
木
）10
時

〜
15
時
、新
南
陽
総
合
支
所
市
民
相
談

室
▼
内
容
／
国
や
県
な
ど
の
仕
事
に
つ
い

て
の
苦
情
、意
見
、要
望
な
ど
▼
問
合
せ
／

新
南
陽
総
合
支
所
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
課
1
61
―

３
０
９
８

新
南
陽
地
域

１
月
の
人
権
擁
護
相
談

▼
対
象
／
新
南
陽
地
域
の
人
▼
日
時
と

場
所
／
▽
１
月
13
日（
火
）10
時
〜
15
時
、

新
南
陽
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
▽
１
月
20
日

（
火
）９
時
〜
12
時
、和
田
公
民
館b

▼
問

合
せ
／
人
権
推
進
課
1
22
―
８
４
５
６

熊
毛
地
域
年
金
相
談

▼
対
象
／
熊
毛
地
域
の
人
▼
日
時
と
場

所
／
１
月
９
日（
金
）10
時
〜
12
時
・
13
時

〜
15
時
、熊
毛
総
合
支
所
東
庁
舎
▼
相
談

員
／
社
会
保
険
事
務
所
職
員.

▼
申
込
み

／
１
月
８
日（
木
）ま
で
に
電
話
で
熊
毛
総

合
支
所
国
保
年
金
係
1
92
―
０
０
３
５

鹿
野
地
域
１
月
の
心
配
ご
と
相
談

▼
対
象
／
鹿
野
地
域
の
人
▼
日
時
と
場

相
談
 

所
／
１
月
９
日（
金
）・
19
日（
月
）10
時
〜

15
時
、鹿
野
公
民
館
※
19
日
は
行
政
相
談

も
あ
わ
せ
て
実
施
▼
問
合
せ
／
社
会
福
祉

協
議
会
鹿
野
支
部
1
68
―
２
９
９
８

サ
ン
ウ
イ
ン
グ
熊
毛
の

初
級
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
▼
日
時
／
１
月
13
日

（
火
）〜
15
日（
木
）18
時
30
分
〜
21
時
30

分
▼
内
容
／
文
書
作
成
と
表
計
算
の
基

本
操
作
▼
受
講
料
／
６
５
２
５
円
▼
締

切
／
１
月
８
日（
木
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
▼
日
時
／
１
月
20
日

（
火
）18
時
30
分
〜
21
時
30
分
▼
受
講
料

／
２
０
０
０
円
▼
締
切
／
１
月
15
日（
木
）

Ｅ
メ
ー
ル
▼
日
時
／
１
月
21
日（
水
）18
時

30
分
〜
21
時
30
分
▼
受
講
料
／
２
０
０

０
円
▼
締
切
／
１
月
15
日（
木
）

い
ず
れ
も
▼
定
員
／
各
10
人（
申
込
順
）

▼
申
込
み
／
サ
ン
ウ
イ
ン
グ
熊
毛
1
92
―

０
２
０
０

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
２
０
０
３

「
周
南
市
の
展
望
と
そ
の
課
題
」

▼
日
時
と
場
所
／
１
月
31
日
〜
２
月
21

日
の
毎
週
土
曜
日
13
時
30
分
〜
15
時
、徳

山
保
健
セ
ン
タ
ー
▼
講
師
／
石い
し

川か
わ

勝よ
し

径の
り

さ

ん（
徳
山
大
学
教
授
）▼
定
員
／
40
人（
申

込
順
）▼
受
講
料
／
１
０
０
０
円
▼
申
込

講
座
・
講
演
 

み
／
は
が
き
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
で
、「
周

南
市
の
展
望
と
そ
の
課
題
」
と
、住
所
、氏

名
、電
話
番
号
を
書
い
て
、〒
７
４
５
―
０

０
７
１
岐
山
通
１
―
４
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ーa

1
22
―
８
６
９
０
、5
22
―
８
８
１

６
、Ｅ
メ
ー
ルchuo-ko@

city.shunan.ya

m
aguchi.jp

新
南
陽
地
域

ス
キ
ー
バ
ス
の
参
加
者
募
集

▼
対
象
と
定
員
／
新
南
陽
地
域
に
在

住
・
通
勤
・
通
学
す
る
人
、45
人（
申
込
順
）

▼
日
時
と
場
所
／
１
月
25
日（
日
）５
時

30
分
新
南
陽
体
育
館
出
発
、八
幡
高
原
１

９
１
ス
キ
ー
場（
広
島
県
芸
北
町
）▼
参
加

料
／
５
０
０
０
円（
小
学
生
以
下
４
０
０

０
円
）▼
申
込
み
／
7
新
南
陽
市
体
育
協

会
1
62
―
２
６
７
８

新
南
陽
地
域

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
オ
ー
プ
ン
大
会

▼
対
象
／
新
南
陽
地
域
に
在
住
・
通
勤
・

通
学
す
る
人
、連
盟
登
録
者
▼
日
時
と
場

所
／
１
月
31
日（
土
）９
時
受
付
、新
南
陽

体
育
館
▼
種
目
／
男
・
女
フ
リ
ー
、30
歳

以
上
、40
歳
以
上
▼
参
加
料
／
１
人
５
０

０
円（
登
録
者
は
無
料
）▼
申
込
み
／
１
月

20
日（
火
）ま
で
に
7
新
南
陽
市
体
育
協

会
1
62
―
２
６
７
８

ス
ポ
ー
ツ
 

熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
Aは徳山地域 Bは新南陽地域 Cは熊毛地域 Dは鹿野地域

分譲 米光用地を価格改
定し限定分譲します

［対象区画］米光B348―４（雑種地・建築条

件なし）1670.35G（平坦部930G）

［改訂価格］538万5000円

［期間］１月13日（火）～22日（木）

※２月２日（月）から随時受付

［問合せ］土地開発公社事務局B161―3133
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熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
Aは徳山地域 Bは新南陽地域 Cは熊毛地域 Dは鹿野地域

ん 
い 

ふ 
ぉ 
め 
い 
し 
ょ 
ん 

■周南コンピュータ・カレッジ学生募集
［資格］高校卒業（見込み含む）またはこれと
同等以上の学力を有する人
［コース・定員］ソフトウェア開発コース・30人、
ＯＡビジネスコース・50人
［出願期間］１月26日（月）～２月19日（木）、
２月23日（月）～３月10日（水）
［問合せ］周南コンピュータ・カレッジ事務局
10833―72―8000

■徳山高等学校定時制第１次募集
［資格・定員］中学校卒業者（見込み含む）で
昼間働きながら夜間勉強したい人、40人
［出願方法］２月９日（月）～13日（金）に出身
中学校経由で志願登録をしてください。
［出願期間］１次募集２月19日（木）～25日
（水）※満18歳以上（４月１日現在）は、学力
検査の代わりに小論文での受検が可能
［問合せ］徳山高校定時制職員室121―
0099

■再就職希望登録者募集
退職前に雇用保険被保険者で、妊娠、出

産、育児、介護のために退職し、将来再就職を
希望する人を対象に、教育訓練の受講援助
や情報誌の提供などを行っています。登録は
無料です。詳しくはお問い合わせください。
［問合せ］（財）21世紀職業財団山口事務所
1083―923―2041

■ＩＴ基礎科講習
［対象］就職を希望する中高年齢者
［日時・場所］２月２日（月）～６日（金）９時～
16時、東部高等産業技術学校A
［内容］パソコン、インターネット、ワードの基本
［受講料］1000円程度（テキスト代など）
［申込み］１月16日（金）までに往復はがきに、
「ＩＴ基礎科・２月入校」、住所、氏名、年齢、電
話番号を書いて、〒745―0827瀬戸見町15-
１東部高等産業技術学校128―2233

■カナダフレンドシップ大使募集
［対象］小学５年生以上
［日程］３月26日（金）～４月４日（日）
［内容］バンクーバーでホームステイなど
［参加費］23万7000円（全費用）
［問合せ］カナダ友好協会B浅海さん163―
9610

■キラリンピックのスローガン募集
［対象］県内在住の小学生以上
［応募規格］障害者スポーツ大会にふさわしい
未発表のもの
［応募方法］はがきかＥメールで、スローガン、住
所、氏名、年齢、職業（学校・学年）、電話番号
を書いて、〒753―8501山口市滝町１―１県
障害福祉課内県障害者スポーツ大会運営委
員会事務局1083―933―2765Ｅメールa14
100@pref.yamaguchi.jp

と
し
ょ
か
ん
お
話
し
会

▼
対
象
／
幼
児
〜
児
童
▼
日
時
／
１
月

10
日（
土
）10
時
〜
11
時
▼
内
容
／
「
日

本
昔
話
さ
る
の
い
き
ぎ
も
」「
お
か
あ
さ
ん

の
耳
」「
つ
き
よ
の
く
じ
ら
」

く
ん
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

▼
対
象
／
幼
児
〜
児
童
▼
日
時
／
１
月

22
日（
木
）15
時
〜
16
時
▼
内
容
／
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
、紙
芝
居
、手
遊
び
な
ど

よ
み
き
か
せ
の
会

▼
対
象
／
幼
児
〜
児
童
▼
日
時
／
１
月

10
日（
土
）10
時
30
分
〜
11
時
30
分
▼
内

容
／
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

休
館
の
お
知
ら
せ

１
月
12
日（
祝
）〜
21
日（
水
）は
、蔵
書
の

点
検
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

川
端
康
成
・
文
豪
が
愛
し
た
美
の
世
界

▼
期
日
／
１
月
４
日（
日
）、６
日（
火
）〜

12
日（
祝
）▼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク（
学
芸

員
に
よ
る
解
説
）／
１
月
10
日（
土
）14
時

〜
※
無
料

二
科
会
写
真
部
山
口
支
部
公
募
展

▼
期
日
／
１
月
17
日（
土
）・
18
日（
日
）

山
口
県
写
真
作
家
集
団
会
員
展

▼
期
日
／
１
月
21
日（
水
）〜
25
日（
日
）

２
０
０
４
ウ
ル
ユ
ス（
立
体
・
平
面
・
写
真
）

▼
期
日
／
１
月
28
日（
水
）〜
２
月
１
日

（
日
）

●
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ッ
ポ
ン
杯
争
奪
お
正
月
特

選
レ
ー
ス
／
12
月
31
日（
水
）〜
１
月
５
日

（
月
）●
日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
手
会
会

長
賞
競
走
／
１
月
10
日
（
土
）
〜
15
日

（
木
）
●
尼
崎
51
周
年
近
松
賞
場
外
発

売
／
１
月
16
日（
金
）・
17
日（
土
）●
第

18
回
新
鋭
王
座
決
定
戦
／
１
月
27
日

（
火
）〜
２
月
１
日（
日
）

１
月
の
ワ
ン
ワ
ン
銀
行

生
後
３
週
間
〜
３
か
月
の
子
犬
の
譲
渡

会
で
す
。▼
対
象
／
子
犬
の
持
ち
込
み
は

市
内
在
住
の
人
。
引
き
取
り
は
ど
な
た
で

も
▼
日
時
と
場
所
／
１
月
18
日（
日
）９

時
〜
12
時
（
持
ち
込
み

は
９
時
〜
10
時
）、大
迫

田
墓
地
前a

※
雨
天
延

期
▼
問
合
せ
／
環
境
政

策
課
1
22
―
８
３
２
２

１
月
の
献
血
日
程

●
11
日（
日
）10
時
〜
16
時
30
分
、い
ち
や

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ーa

●
14
日（
水
）９

時
〜
12
時
、周
南
警
察
署a

●
22
日（
木
）

10
時
30
分
〜
13
時
・
14
時
〜
16
時
30
分
、

徳
山
大
学
▼
問
合
せ
／
社
会
課
1
22
―

８
４
６
５

１
月
の
納
付

●
市
・
県
民
税
４
期
／
税
務
課
1
22
―

８
２
７
３
●
国
民
健
康
保
険
料
８
期
／

保
険
年
金
課
1
22
―
８
３
１
２
●
介
護

保
険
料
８
期
／
介
護
保
険
課
1
22
―
８

４
６
７

徳
山
競
艇
場
（
レ
ー
ス
案
内
）

1
32
｜
0
0
0
0

美
術
博
物
館a

1
22
｜
8
8
8
0

中
央
図
書
館a

1
22
｜
8
6
8
2

新
南
陽
図
書
館

1
62
｜
1
1
5
0

鹿
野
図
書
館

1
68
｜
4
1
4
1

熊
毛
図
書
館

1
92
｜
0
1
7
9
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熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
Aは徳山地域 Bは新南陽地域 Cは熊毛地域 Dは鹿野地域

健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

今
年
度
、市
が
集
団
で
行
う
基
本
健
康

診
査
、が
ん
検
診（
胃
、肺
、大
腸
、前
立

腺
、子
宮
、乳
が
ん
）は
終
了
し
ま
し
た
。ま

だ
受
け
て
な
い
人
は
、２
月
末
ま
で
に
医
療

機
関
で
個
別
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。▼
問

合
せ
／
本
庁
健
康
増
進
課
1
22
―
８
５

５
３
ま
た
は
各
総
合
支
所
担
当
窓
口
。
新

南
陽
1
61
―
３
０
９
１
、1
熊
毛
92
―
０

０
１
３
、1
鹿
野
68
―
２
３
３
２

健
康
づ
く
り
相
談
会（
予
約
制
）

健
診
結
果
を
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
る

た
め
の
相
談
会
で
す
。▼
対
象
／
血
糖
値

が
気
に
な
る
人
▼
日
時
と
場
所
／
１
月
26

日（
月
）９
時
30
分
〜
11
時
、徳
山
保
健
セ

ン
タ
ー
▼
内
容
／
保
健
師
、栄
養
士
に
よ

る
ア
ド
バ
イ
ス
▼
持
参
物
／
健
康
診
査
受

診
結
果
、健
康
手
帳
▼
申
込
み
／
電
話
で

本
庁
健
康
増
進
課
1
22
―
８
５
５
３

に
こ
に
こ
歯
磨
き
学
級

▼
対
象
と
定
員
／
２
歳
６
か
月
〜
４
歳

未
満
の
幼
児
と
そ
の
親
で
参
加
し
た
こ
と

が
な
い
人
、10
組（
申
込
み
順
）▼
日
時
と

場
所
／
１
月
14
日（
水
）
10
時
、徳
山
保

健
セ
ン
タ
ー
集
合
▼
内
容
／
歯
科
衛
生
士

に
よ
る
虫
歯
チ
ェッ
ク
な
ど
▼
持
参
物
／
母

子
健
康
手
帳
、タ
オ
ル
、歯
ブ
ラ
シ
▼
申
込

み
／
電
話
で
本
庁
健
康
増
進
課
1
22
―

８
５
５
３

３
歳
児
健
康
診
査

▼
対
象
／
平
成
12
年
11
・
12
月
生
ま
れ
、

ま
た
は
今
ま
で
に
健
康
診
査
を
受
け
て
い

な
い
幼
児
▼
日
時
と
場
所
／
１
月
21
日

（
水
）
12
時
40
分
〜
13
時
20
分
、新
南
陽

保
健
セ
ン
タ
ー
▼
持
参
物
／
健
診
票
、視

力
・
聴
力
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙（
対
象
者
に
事

前
に
送
付
）、少
量
の
尿
、母
子
健
康
手
帳

▼
申
込
み
／
電
話
で
新
南
陽
総
合
支
所

健
康
増
進
課
1
61
―
３
０
９
１

育
児
学
級

▼
対
象
／
２
〜
５
か
月
の
子
ど
も
を
育
て

る
母
親
▼
日
時
と
場
所
／
２
月
５
日

（
木
）・
12
日（
木
）・
19
日（
木
）、新
南
陽

保
健
セ
ン
タ
ー（
い
ず
れ
も
時
間
は
13
時
30

分
〜
15
時
30
分
）▼
内
容
／
離
乳
食
、赤

ち
ゃ
ん
の
健
康
、ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
チ
ェッ
ク
▼
参
加
料
／
７
０
０

円
▼
持
参
物
／
母
子
健
康
手
帳
、エ
プ
ロ

ン
、バ
ス
タ
オ
ル
▼
申
込
み
／
新
南
陽
総
合

支
所
健
康
増
進
課
1
61
―
３
０
９
１

小
・
中
学
生
の
予
防
接
種

予
防
接
種
は
、病
気
を
予
防
す
る
た
め

の
大
切
な
も
の
で
す
。
ま
だ
受
け
て
い
な
い

人
は
、医
療
機
関
で
忘
れ
ず
に
受
け
ま
し

ょ
う
。▼
対
象
・
種
類
／
小
学
４
年
生
・
日

本
脳
炎
２
期
、小
学
６
年
生
・
二
種
混
合

（
ジ
フ
テ
リ
ア
、破
傷
風
）、中
学
３
年
生
・

日
本
脳
炎
３
期
※
予
診
票
は
、学
校
を
通

し
て
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。▼
問
合
せ
／

本
庁
健
康
増
進
課
1
22
―
８
５
５
３

周南市休日夜間急病診療所

周南市休日歯科診療所

熊毛地域在宅休日当番医

■診療科目 内科、小児科、外科
■診療時間 休日９時～17時・19時～22時

平日夜間 19時～22時
※受付はいずれも終了時間30分前まで

■所在地 慶万町10―9 A 1 32―2299

■診療科目 歯科
■診療時間 10時～12時、13時～15時

※受付はいずれも終了時間30分前まで

■所在地 今宿町3―55 A 1 32―1717

当番医 電話番号

4日（日）熊北診療所（高代） 91－0100

11日（日）ふじわら医院（大河内） 91－7100

12日（祝）松永医院（夢ケ丘入口） 91－3006

18日（日）三丘温泉診療所（十楽） 92－1500

25日（日）松村医院（本町） 91－0303

●休日当番医テレホンサービス 1 92ー0029
※診療時間は9時～17時

●いずれも事前に、電話で確認してください。
●保険証及び福祉医療証などを必ず持参してください。

一
年
の
計
は

食
生
活
の
設
計
に
あ
り

食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
す
る
機
会
の

多
い
季
節
で
す
が
、食
生
活
を
お
ろ

そ
か
に
し
て
い
る
と
、疲
れ
や
す
く

な
っ
た
り
、体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
な

ど
の
影
響
が
現
れ
は
じ
め
ま
す
。

脂
肪
の
取
り
過
ぎ
は
肥
満
や
高

脂
血
症
を
、食
塩
の
取
り
過
ぎ
は
高

血
圧
を
招
き
、そ
の
ま
ま
の
食
生
活

を
続
け
る
と
、心
臓
病
や
脳
卒
中
な

ど
命
に
か
か
わ
る
病
気
を
招
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
野
菜
を
あ
ま
り
取
ら
な
い
と

ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
、食
物
繊
維

の
不
足
か
ら
体
調
を
崩
し
や
す
く

な
り
ま
す
。「
腹
八
分
目
に
医
者
い

ら
ず
」
の
言
葉
ど
お
り
食
べ
過
ぎ
に

も
気
を
付
け
な
が
ら
、バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
生
活
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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1月の保健のお知らせなど

高
たか

橋
はし

冬
とう

馬
ま

くん

１歳

い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、ど
ん

ど
ん
大
き
く
な
っ
て
ね

村
むら

上
かみ

羽
は

人
と

くん

10か月

わ
が
家
の
王
子
様
、羽

人
く
ん
で
す

徳山地域新南陽地域
本庁健康増進課　10834―22―8553
○は栄養相談、◎は歯科相談を併せて実施

■健康相談
生活習慣病予防のアドバイスや血圧測定、尿検査など

5日（月） 9：30～11：30 鼓南支所

6日（火） 9：30～11：30 戸田支所

6日（火） 13：30～14：30 長穂支所

7日（水） 9：30～11：30 湯野支所

7日（水） 13：30～14：30 向道支所

○ 8日（木） 9：30～11：30 櫛浜支所

8日（木） 13：30～15：00 須々万支所

13日（火） 13：30～14：30 大向公民館

14日（水） 13：30～14：30 中須支所

15日（木） 9：30～11：30 久米東福祉館

○ 19日（月） 9：30～11：30 徳山保健センター

19日（月） 9：30～11：30 周陽公民館

19日（月） 9：30～11：30 粭島公民館

19日（月） 10：30～12：00 須金支所

27日（火） 9：30～11：30 菊川支所

―2月の予定―
2日（月） 9：30～11：30 鼓南支所

3日（火） 9：30～11：30 戸田支所

3日（火） 13：30～14：30 長穂支所

■育児相談
5日（月） 10：00～11：00 秋月公民館

○◎13日（火） 9：30～11：00 徳山保健センター

（7か月児まで）

14日（水） 9：30～11：00 菊川支所

16日（金） 9：30～11：00 戸田支所

20日（火） 13：30～15：00 中須公民館

○ 20日（火） 9：30～11：00 櫛浜コミュニティーセンター

26日（月） 9：30～11：00 湯野支所

27日（火） 9：30～11：00 久米東福祉館

―2月の予定―
○ 3日（火） 9：30～11：00 周陽公民館

■3歳児健康診査 ※少量の尿を持参
8日（木） 12：40～13：30 徳山保健センター

22日（木） 12：40～13：30 徳山保健センター

■栄養相談（高脂血症、高血圧などが気になる人へ）
19日（月） 9：30～11：30 徳山保健センター

◆持参物／健康診査受診結果、健康手帳

新南陽総合支所健康増進課　10834―61―3091
○は栄養相談を併せて実施

■健康相談
生活習慣病予防のアドバイス、血圧測定など

6日（火） 9：30～10：30 巣山の山田さん宅

7日（水） 9：30～10：00 馬神集会所

13日（火） 9：30～10：30 矢地峠集会所

14日（水） 9：30～10：30 西広沢集会所

15日（木） 9：30～10：00 和田公民館

19日（月） 9：30～10：30 車木集会所

19日（月） 9：30～10：00 神楽伝承館

21日（水） 9：30～10：00 田戸集会所

22日（木） 10：00～10：30 老人憩いの家

26日（月） 9：30～10：30 大谷集会所

27日（火） 13：30～14：30 川崎会館

28日（水） 9：30～10：00 高瀬集会所

■7の日健康相談
7日（水） 10：00～10：50 福川会館

7日（水） 11：00～11：50 ゆめタウン新南陽店

■お年寄りの健康相談
8日（木） 13：00～14：00 老人福祉センター

16日（金） 13：00～14：00 老人福祉センター

■育児相談
保健師による乳幼児の相談、身体測定など

6日（火） 13：30～14：30 新南陽ふれあいセンター

○ 7日（水） 13：30～14：30 新南陽保健センター

13日（火） 10：30～11：30 とんとん会館

14日（水） 10：30～11：30 ほのぼの会館

23日（金） 10：00～11：00 にこにこセンター

―2月の予定―
○ 3日（火） 13：30～14：30 新南陽ふれあいセンター
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鹿野地域
鹿野総合支所健康福祉課　10834―68―2332
○は栄養相談を併せて実施

■栄養相談（予約制）
19日（月） 10：00～15：00 鹿野母子健康センター

◆申込み／電話で健康福祉課

■健康相談
生活習慣病予防のアドバイスや血圧測定、尿検査など

20日（火） 13：00～15：30 鹿野高齢者生産活動センター

■リハビリ教室
心身機能の低下を防止するための機能回復訓練
9日（金）・16日（金）・23日（金）・30日（金）、いずれも10：
30～12：30、やまなみ荘

■なでしこの会
痴ほう性老人の介護をしている家族同士が話をする場

15日（木） 10：00～12：00 やまなみ荘

■憩いの広場
心の病をもつ人の憩いの場です。

8日（木） 10：00～14：00 鹿野母子健康センター
22日（木） 10：00～14：00 鹿野母子健康センター

■たまごくらす（妊婦教室）
※妊婦のほか、家族もご参加ください。

28日（水） 10：00～12：00 鹿野母子健康センター

■3歳児健康診査
21日（水）受付13：00～13：30 鹿野母子健康センター

◆持参物／母子健康手帳、問診票、少量の尿

■乳幼児相談・おっぱい相談
13日（火） 10：00～12：00 鹿野母子健康センター

■すくすくくらぶ
遊びやおしゃべりを通しての母と子どもの友達づくりの場

15日（木） 子育てサロン こどもすくすくセンター
20日（火） お友達づくり 鹿野保育園
27日（火） 子育てサロン 鹿野保育園

時間はいずれも 10：00～11：30

熊毛総合支所健康福祉課　10833―92―0013
○は栄養相談、◎は歯科相談を併せて実施

■健康相談
保健師による健康相談、血圧測定

9日（金） 9：30～ 松舟集会所

9日（金） 10：00～ 筏場集会所

9日（金） 11：00～ JA三丘支所

■栄養士による栄養相談
○ 9日（金） 9：30～12：00 熊毛総合支所

◆申込み／電話で健康福祉課

■すみれの会（物忘れなどがある人のリハビリ教室）
7日（水） 13：30～15：30 高水ふれあいセンター

14日（水） 13：30～15：30 高水ふれあいセンター

21日（水） 13：30～15：30 高水ふれあいセンター

28日（水） 13：30～15：30 熊毛公民館

―2月の予定―
4日（水） 13：30～15：30 高水ふれあいセンター

■でんでん虫の会（痴ほう性老人介護者の集い）
14日（水） 13：30～15：20 高水ふれあいセンター

■健康寺子屋「歯の健康を見直そう！」
生活習慣を見直すための講座

◎15日（木） 13：30～15：30 熊毛公民館

◆申込み／電話で健康福祉課

■糖尿病教室「糖尿病を理解し上手につきあおう」
21日（水） 9：30～ 熊毛公民館

28日（水） 9：30～ 熊毛公民館

◆申込み／電話で健康福祉課

■マタニティサークル「パパ・ママのための安心育児」
妊婦を対象にした母親学級

25日（日） 10：00～12：00 勝間ふれあいセンター

◆内容／もく浴実習、簡単な調理実習

このコーナでは、おおむね３歳ま
での子どもの、元気な笑顔を紹介
しています。
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■新年を迎え「めでたい」ということで、安田の糸あやつり人形

芝居保存会の皆さんに、絵本太
たい

功
こう

記
き

・尼ヶ崎の段から明智光

秀の息子十次郎と初菊の仮祝言と出陣を兼ねた祝いの杯をか

わす場面を演じていただきました。■平成16年が皆さんにとって

飛躍、発展の年となり、真に「めでたい」年になればと思います。

「新春市長インタビュー」（1月1日～15日）
CCS（4チャンネル）毎日6時・15時・22時／Kビジョン（11チャン
ネル）毎日9時30分・14時30分・21時30分／岐北テレビでもご
覧になれます。

【人口】158,133人（前月比＋47）
【 男 】 76,064人（前月比＋ 2）
【 女 】 82,069人（前月比＋45）
【世帯】 65,058世帯（前月比＋31）

●出生101人 ●死亡 90人
●転入317人 ●転出281人

「お便り」のコーナーや、「みんなの広場」、「うちのピ

カリ」への、皆さんの参加をお待ちしています。

［発行日］毎月1日・15日

［編　集］周南市広報広聴課

〒745-8655 山口県周南市岐山通1-1

10834ー22ー8232  50834ー22ー8224 

［印　刷］（株）ふじたプリント社

［周南市ホームページ］
http://www.city.shunan.yamaguchi.jp/

［Eメール］
広報広聴課 info@city.shunan.yamaguchi.jp
その他の課 ホームページのトップ「主な公共施設」から

この広報紙は古紙配合率100％の再生紙を使用しています。
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